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【はじめに】 

 

南阿蘇村では、村道が670路線あり、そのうち河川や鉄道、道路等と交差する「橋

梁」を278橋管理しています。 

これらの橋梁は、1970～1980 年代の高度経済成長期に集中的に建設されたものが多

く、今後、一斉に老朽化し、補修等の更新時期が同時期に集中するため、本村では、

平成24年度から「南阿蘇村橋梁長寿命化修繕計画」を策定し、計画的な橋梁の補修等

による維持管理を進めてきました。 

しかし、労務費の高騰や劣化の進行により補修費が増大し、対策が必要な橋梁の補

修が予定通りに進まない状況があります。また、平成26年7月の道路法施行規則の一部

を改正する省令に伴う橋梁点検の法定化により維持費管理費用が増大しています。平

成29年及び30年度にすべての橋梁の定期点検を実施、令和4～6年度において２巡目の

定期点検を実施、令和7年度からは３巡目の定期点検に着手し、現状把握を行っていま

す。 

そこで、今後増大が見込まれる橋梁の補修・更新に対応し、安全性の確保とコスト

縮減の取り組みのために、「南阿蘇村橋梁長寿命化修繕計画」を改訂しました。 

本計画は、「橋梁」を将来にわたって安心して安全に利用できるよう、定期点検や

補修等の対策についての維持管理を計画的に取り組むために策定したものです。 
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１ 南阿蘇村の管理橋梁 
（１）南阿蘇村の道路概要 

南阿蘇村では、1 級村道 13 路線 49.288ｋｍ、2 級村道 10 路線 18.685ｋｍ、そ

の他村道 647 路線 395.037ｋｍ、合計 463.01ｋｍを管理しています。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（２）南阿蘇村の橋梁概要 
   南阿蘇村が管理する橋梁数は、15m 未満橋梁 223 橋、15m 以上橋梁 55 橋、合計

278 橋あります。 
        

管理橋梁合計 道路橋 うち BOX 橋 
橋梁数 15m 以上橋梁 15m 未満橋梁 橋梁数 

278 55 223 41 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
1 級村道  13 路線  49.288ｋｍ 
2 級村道  10 路線 18.685ｋｍ 
その他村道 647 路線 395.037ｋｍ 

 

道路橋とは？ 
道路、鉄道、水路等の輸送路において、輸

送の障害となる河川、渓谷、湖沼、海峡あ

るいは他の道路、鉄道、水路等の上方にこ

れらを横断するために建設される構造

物。 

BOX 橋とは？ 
道路の下を横断する道路や水路等の空間

を得るために、盛土あるいは地盤内に設

けられる剛性ボックスカルバート。橋長

２ｍ以上かつ土被り１ｍ未満のカルバー

トを指す。 

 【橋梁種別の割合】

道路橋 BOX橋
 

【橋長の割合】

15m以上橋梁 15m未満橋梁
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2 道路施設のメンテナンスサイクルの基本的な考え方 
（１）橋梁の状態を把握するための取り組み 

インフラは、利用状況や周辺の自然環境等に応じ、劣化や損傷の進行は施設ごとに異

なり、その状態は時々刻々と変化します。現状では、これらの変化を正確に捉え、イン

フラの寿命を評価することは技術的に困難であるという共通認識に立ち、インフラを構

成する各施設の特性を考慮した上で、定期的な点検・診断により施設の状態を正確に把

握することが重要です。 
 このため、橋梁の点検については、橋梁定期点検要領に基づき、５年に１度、近接目

視による点検を実施し、結果については、４段階で区分することとしています。 
 

近接目視による点検状況 

 

橋梁点検車使用 

 

橋梁点検車使用 

 
新技術による遠方目視状況 

 

ロボットカメラ 

 

ドローン 
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健全性の判定区分 
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（２）村内橋梁の現状分析 

令和6年度までに終えた村内橋梁の定期点検結果（２巡目点検）から村内橋梁の現状

分析を試みる。 

調査対象278 橋の内、区分Ⅰ健全が143 橋、Ⅱ予防保全段階が127 橋、Ⅲ早期措置

段階が8 橋、Ⅳ緊急措置段階が0 橋となった。以下に主な調査データを示す。 

橋⻑種別（カルバートは延⻑）では10m 未満が63%を占めている。有効幅員では2.5m

～6mが同じく60%を占め小規模橋梁が大半を占めることが分かった。 

 

 
 

上部構造種別ではRC 構造が約53%を占め、上部構造種別で区分Ⅰ健全以外の橋梁割

合はPC 構造が62%を占め損傷率が高いことが分かった。 
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経年別で、軽度ではない損傷が確認された橋梁は、橋梁履歴の不明な橋梁が27％を

占め、30年未満の比較的新しい橋梁が1.8％、30 年以上の経年を有するものが21%を占

めた。供用年数が長い橋梁に損傷が多い傾向となっている。 

 

 

 

損傷原因については以下の要因が考えられる。 

（１） 現場打ちコンクリートの初期劣化：施工不良 

現場打ちRC カルバート（鉄筋のかぶり不足によるさび汁とクラック） 

施工時の管理不足による初期欠陥が経年劣化したもの。現場打ちRC 構造物に散見され

る。予防保全の観点からは措置を講じることが望ましい。 

 

 

  

 健全性の診断区分構成では健全な橋梁

が 51％を占めた。予防保全段階が同じく

46％を占め当面早期に補修が必要なもの

が全体の3％の8橋になることが分かった。 

 ※早期に補修が必要な 8 橋については、

対策中もしくは対策検討中である。 

【健全性診断区分構成】

Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ
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（２） 鋼構造の経年劣化：漏水と塩害（凍結防止剤） 

支承部の漏水及び凍結防止剤による発錆と劣化の進行状況 

漏水防止対策を実施するとともに支承周りの排水に留意する必要がある。河川阻害率

に注意して日常からの支承周辺の点検のために検査路を設置することも有効である。

また、延⻑床版システム採用により支承部への漏水を避ける方法もある。 

小規模橋梁の場合にはポータルラーメン橋やボックスカルバートに更新することによ

り支承を省略するのも有効である。 

 

 

（３） 凍害と再劣化 

橋面工（地覆・高欄・舗装）の改良を行い再劣化した事例 

不適切な材料選定、施工により発生している。南阿蘇村の特徴的な劣化因子である。

気象状況から凍結融解作用を受けやすく特に橋面工で顕在化する。高耐久性材料の選

択と高品質確保施工が有効でプレキャスト部材への取替も選択肢の一つである。 

 

（４） 現場打ちコンクリートのアルカリシリカ反応（以下ASR）による劣化 

「アルカリ骨材反応抑制対策について（国交省 平成１４年８月１日）」以前の材料・

施工ではASR対策が不十分で写真のような劣化事例が散見される。 

 

 
ＡＳＲ劣化進行状況 
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（５） プレキャスト製品 

プレキャスト製品の劣化は比較的軽微で高耐久性を有している。鋼部材、コンクリー

ト部材を区別することなくプレキャスト製品の品質は現場打コンクリートに比べ圧倒

的に高くLCC 縮減に有効である。これは現場打コンクリートの品質確保が大きな課題

であることを示している。ただし、プレキャスト製品は高品質性が確保されるが、規

格品がない場合などにおいて、イニシャルコストが高くなる傾向にある。 

 

3 今後の点検・修繕計画 
（１）計画期間 

全ての橋梁について、５年に１回の定期点検結果に基づき、対策の要否を判断、橋梁

毎に補修等の計画を策定、予算を確保した上で補修等を実施します。修繕計画の期間は

５年とします。 
なお、点検を実施した年度については、個別施設計画を更新します。 

 
（２）対策の優先順位の考え方 

点検結果に基づき、効率的な維持及び修繕が図られるよう必要な対策を講じます。 
橋梁の対策は、第三者に対する安全性に著しく影響を及ぼし、緊急的に対応が必要な

損傷がある橋梁を優先的に実施します。速やかに補修を行う必要がある区分「健全度Ⅲ」

と判定した橋梁については、損傷個所数や損傷程度及び損傷原因を考慮し、優先的に対

策を実施します。 
 
（３）新技術活用の方針 
 （点検）  
 橋梁定期点検において橋梁点検車及び高所作業車を使用した橋梁（管理橋梁の約 3 割）

については、新技術の活用を重点的に検討し、令和 8 年度までに従来技術を活用した場

合と比較して約 100 万円のコスト縮減を目指します。 
 

（補修） 
 橋梁補修において、新技術と従来技術との比較検討を行い、橋梁定期点検結果の判定

区分Ⅱ、Ⅲの橋梁を対象として、令和 8 年度までに１割程度の橋梁に新技術を活用し、

約 200 万円のコスト縮減を目指します。 
 
（４）集約化・撤去に関する短期的な数値目標 
 迂回路が存在し集約化が可能な橋梁については、令和 8 年度までに 1 橋程度の集約

化・廃橋を検討し、点検費用約 100 万円のコスト縮減を目指します。 
 
（５）個別の構造物ごとの事項（個別施設計画） 
対象施設、個別施設の状態（健全度）、対策実施時期、対策内容、対策事業費等について

は以下の表のとおりである。 
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